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＜活動事例の要旨＞
10年後(平成35年)のサトウキビ生産を担う大規模経営者（組織）の育成を目的に，平成

26年秋，プロジェクトがスタートした。
対象者を明確にし，目標はわかりやすく，イメージしやすく，役割分担を明確にして活

動中。

１ 計画された活動の課題・目標と策定過程
(1) 課題・目標と設定理由，及び活動の内容と方法

・サトウキビ栽培農家戸数が減少する中，人材育成が急務
・この課題解決のための，企画・立案を普及組織が担当
・プロジェクトの目標，終了条件の設定

→サトウキビ規模拡大志向生産者組織の立ち上げ（H27.5まで）
５法人モデル（個別：３，協業組織：１，集落：１）の立ち上げ（H28.9まで）
種子島版さとうきび法人化育成マニュアルの作成（H28.12まで）
５法人モデルの設立完了とマニュアルの完成により終了

図１ サトウキビ栽培農家戸数の推移と予想 図２ サトウキビ生産の課題と目標

図３ サトウキビ栽培の将来イメージ（目標）

(2) 計画の策定過程
・プロジェクト対象者の明確化

→ただし，関係機関の担当者は新たな業務として取り組むのではなく，既存の業
務の中で対象者を意識して関与



・目標とする将来イメージの共有化
→複数回の話し合いを経て，推進体制を整備

・これらの活動を調査研究では「さとうきび WinWin プロジェクトの目標を達成す
るために用いる普及手法の効果とその評価」として取り組み中（H27~）

２ 普及活動の内容
(1) 活動の経過

・プロジェクトの対象者となる TOPS3000結成（H27.6.5）
→50才未満，規模拡大志向有り，プロジェクトの趣旨に賛同する45名（結成時）

結成以降，各種研修会，個別面談の開催，プロジェクト活動への支援や事務局
（新光糖業）への運営支援などを実施中

(2) 指導・支援の体制

図４ プロジェクトの組織図

３ 普及活動の成果
(1) 課題及び目標の達成状況とその要因

・サトウキビ規模拡大志向生産者組織の立ち上げ以外未達
→これまでは十把一絡げの全体育成

法人設立は個別の状況に合わせた重点的な育成と支援への切り替え必要の評価

(2) 活動に対する生産者・農家の評価
・情報交換のできる仲間が増えた，学習意欲が増したなど（T3メンバー）

(3) 地域農業振興への貢献
・T3メンバーのサトウキビ収穫面積の拡大（H26：281ha→ H28：302ha）

４ 今後の普及活動に向けて
(1) 今後の課題

・しくみづくりに重点をおいた活動
へのシフト
→法人化ですべての課題が解決

できるわけではない
一方で生産量の維持には待った
なしで取り組む必要あり

(2) 今後の活用に向けて
・成果，評価を納税者目線で検討し，図５ 作業の現状としくみづくりの必要性
前進


